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『源氏物語』における道家の神仙思想について
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16 紫式部 [1983] 巻四「若菜・上」，PP.419-420。

























19 紫式部 [1983] 巻二「須磨」，PP.194。





























23 紫式部 [1983] 巻一「桐壺」，PP.111。
24 紫式部 [1983] 巻四「幻」，PP.531。
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あう場面において，
「世を海中にも，魂のありか尋ねには，心の限り進みぬべきを，いとさまで思ふべ
きにはあらざなれど，いとかく慰めむ方なきよりはと，思ひ寄りはべる人形の願ひば
かりには，などかは，山里の本尊にも思ひはべらざらむ。なほ，確かにのたまはせよ」
と，うちつけに責めきこえたまふ。25
と述べている。また，薫君は大君と似ている浮舟を垣間見る場面においても，次のごとく，
そのモノローグを語っている，
「ただ今も，はひ寄りて，世の中におはしけるものを」と言ひ慰めまほし。蓬莱ま
で尋ねて，釵の限りを伝へて見たまひけむ帝は，なほ，いぶせかりけむ。「これは異
人なれど，慰め所ありぬべきさまなり」とおぼゆるは，この人に契りのおはしけるに
やあらむ。26
中でも，「世を海中にも，魂のありか尋ね」とも，「蓬莱まで尋ねて，釵の限りを伝へて見
たまひけむ」とも，『長恨歌』を踏まえたことである。いわば，『長恨歌』は道教色の濃い
物語的な詩であり，道教の神仙説や方術学は『長恨歌』において，かなり大きく取り扱わ
れている。「臨卭の道士」が勅命を受け，楊貴妃の魂を見つけた地 ·蓬莱は古代中国では
東の海上にある仙人が住んでいると言われた山であり，道教の代表的神仙境とされている
わけである。
さらに，「総角」巻に，宇治の大君と中君が故八宮を思い出して話し合う場面で，下記
の一文が引かれている。
「このころ明け暮れ思ひ出でたてまつれば，ほのめきもやおはすらむ。いかで，お
はすらむ所に尋ね参らむ。罪深げなる身どもにて」と，後の世をさへ思ひやりたまふ。
人の国にありけむ香の煙ぞ，いと得まほしく思さるる。27
「人の国にありけむ香の煙」について，『河海抄』「総角」では，「九華帳深夜愴々，反魂香
25 紫式部 [1983]巻五「宿木」，PP.439。
26 紫式部 [1983]巻五「宿木」，PP.481。
27 紫式部 [1983]巻五「総角」，PP.302。
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反夫人魂」28 という『白氏文集』の一節を引いて，
李夫人うせての後漢武帝甘泉殿の裏に，彼，貌を図して方士をして，霊薬を合せし
めて金器に焚しかは香の煙の中に，夫人の姿みえし事や 29
と解説している。『国語辞典』に，反魂香について，下記のように解釈している。
反魂香とは，焚けば死人の魂を呼び返してその姿を煙の中に現すことができるとい
う想像上の香。武帝の依頼により方術士が精製した香で，西海聚窟州にある楓に似た
香木反魂樹の木の根を煮た汁を漆のように練り固めたものという。30
この解釈は，道教の経典である漢・東方朔著した『海内十洲記 ·聚窟州』にも見られる。
反魂香或名之為震檀香，或名之為人鳥精，〔中略〕一種六名，斯霊物也。香気聞数百里，
死者在地聞香气乃却活，不復亡也。以香熏死人，更加神験。31
また，漢の武帝が李夫人の死後，香を焚いて，その面影を見たということについて，『漢書』
「外戚伝」に，
及夫人卒，上以后禮葬焉。〔中略〕上思念李夫人不已，方士齊人少翁言能致其神。
乃夜張燈燭，設帷帳，陳酒肉，而令上居他帳，遥望見好女如李夫人之貌，還幄坐而歩。
又不得就視，上愈益相思悲感，為作詩曰，「是邪，非邪？立而望之，偏何姗姗其来遅。」
令楽府諸音家弦歌之。上又自為作賦，以傷悼夫人。32
と記載している。『漢書』には，李夫人の墓は武帝の陵の西北にあり，英陵と呼ばれ，集
仙台（神仙を集まる台）とも呼ばれる記載もある。33 即ち白楽天の『李夫人』の詩には，『漢
28 顧学頡 [1979]，PP.82。
29 玉上琢弥 [1978]，PP.62。
30 松村明 [1998]，PP.433。
31 張繼禹 [1988]，『道蔵・海内十洲記』PP.52。
32 班固 [1962]，PP.3952。
33 班固 [1962]，PP.1142。
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書』によって「反魂香」のような神仙信仰を加えてある。『源氏物語』に，これらの反魂
についての描写は，叶うことの無い願望であり，魂の元を訪ねたり，魂が戻ってくるよう
な神秘的，超自然的なことは描かれず，志怪や伝奇とは一線を画しえたと思われる。
3.4 松にかかれる藤
「蓬生」の巻，須磨，明石の三年間の流離の旅を経て帰京した光源氏が，その翌年の卯
月の夜に花散里を訪れる道で，はしなくも末摘花の邸を見いだす場面である。
大きなる松に藤の咲きかかりて，月影になよびたる，風につきてさと匂ふがなつか
しく，そこはかとなきかをりなり。34
むろん，松にかかれる藤という景は決して珍しいものではないが，片桐洋一氏は，
「松にかかれる藤浪」が平安時代の大和絵屏風の絵柄としてあり，それがさらに唐
絵の構図にも遡りうること。そして松柏にかかる蔓草は中国の神仙的世界の象徴でも
あって，「松にかかれる藤浪」が中国の神仙思想に基づく類型的構図である。35
と説いた。それは中国の詩句に「松と藤」の表現が多い。例えば，北周・庾信の「婉婉藤
倒垂，亭亭松直豎（「遊仙」）は，高く聳える松から垂れ下がる藤の枝を仙界の景として描
くものである。また，唐・王維の「水穿盤石透，藤繋古松生」（「春過賀遂員外薬園」）は，
仙界に準ずる薬園においても，良薬と言われた藤の花は古松に繋かっていたのを詠むもの
である。さらに唐・李白の「紫藤掛云木，花蔓宜陽春」（「紫藤樹」）は，高い木から垂れ
てきた紫色の藤の美しさが詠われた。
中国文学においては，神仙的世界に過ぎた久しい歳月が古松にまとわる古藤によって視
覚化されていたのであった。また，「藤」の持つ「葛藟」36 から連なる仙界へよじ登る物と
いうイメージ，更に「神おろし」の効用，そして「藤」が斉梁以降の仙味を帯びた作品の
中ではかなりポピュラーな植物だったこと等 37 を考え合わせると，「松にかかれる藤浪」
34 紫式部 [1983]巻五「藤裏葉」，PP.98。
35 大谷雅夫 [2010]，PP.44。
36 『廣雅』では，「藟，藤也」と言い，「藤」を「藟」と同じものにしている。「藟」はつる草の総称やつる
を指していて，『詩経』ではよく「葛」と並べて詠まれる。
37 矢嶋美都子 [1980]，PP.109-132。
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に神仙境（異郷）のイメージを賦与した。末摘花の故常陸宮邸は，いつとも知れぬ光源氏
の訪れを待ち続け，俗世間からの辱めを受けない神仙の世界であった。源氏を待ちつつそ
こに流れた久しい時間が，その松と藤によって表現されたのである。
ちなみに，『源氏物語』における「松と藤」の取り合わせは，「藤裏葉」の巻にも見える。
七日の夕月夜，影ほのかなるに，池の鏡のどかに澄みわたれり。げに，まだほのか
なる梢どものさうざうしきころなるに，いたうけしきばみ横たはれる松の，木高きほ
どにはあらぬに，かかれる花のさま，世の常ならずおもしろし。38
これは四月の夕暮れ，夕霧が内大臣邸の藤花の宴に招かれた場面である。藤蔓をたよりに
客が訪れるこの地では，松の木の影が池の水面に映り，松が風に運ばれてくると詠う。こ
の描写には，漢詩文の雰囲気が濃厚である。唐の時代から，藤は山中の雑草から身近に鑑
賞する価値のある花になった。もちろん庭に植えた藤だけではなく，自然の藤の花も鑑賞
されるようになり，水辺で垂れている藤や松にかかる藤が多く詠まれるようになった。例
えば，初唐の上官昭容の「攀藤招逸客，偃桂協幽情。水中看樹影，風裏聴松声」（「遊長寧
公主流杯池二十五首」）は，長寧公主の御苑を神仙界に擬えた。そのように漢風の表現を
引き寄せて，詩に詠われた庭園のさまが，内大臣の庭にも写されているように思われる。
内大臣邸の庭は，神仙の世界に擬えすべき場所であることが明示されていたのである。
おわりに
道家の神仙思想は古くから中国と日本文学の中で重要な役割を果たしてきた。『源氏物
語』には，源氏が藤壺や葵上に恋しく思うこと，浮舟や源氏は月の明るい夜に物思いをす
ること，「反魂と反魂香」，「松にかかれる藤」及び「蓬莱」などの表現から見ると，主要
人物や場所に神仙の雰囲気を漂わせて，道家の影響が明確に汲み取られることがよく分か
る。
追記：本論文は，中国教育部人文社会科学基金青年研究項目（项目番号：15YJC752043）
の中期成果である。
38 紫式部 [1983]巻五「藤裏葉」，PP.375。
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